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に至るまで、春と夏の年 2 回の実態調査を実施している。 
 私は 1986 年に入職して以来、社研では数年間の空白があるが、長らく事務局員として関わっ










1985 年のプラザ合意以来、それまで 1 ドル 250 円ほどだった為替レートが、一気に円高に進ん
だ。86 年初頭の 1 ドル約 200 円から同年末には約 160 円、そして 1990 年代前半には 100 円を
切るまでに上昇するという劇的な推移をした。こうなると国内旅行よりもむしろ海外旅行の方
が安いという傾向になった。こうした背景も、海外視察研修を容易にした遠因だろう。 
 この 1993 年の韓国実態調査以降、麻島所長のイニシアティヴもあり、2 年に 1 度、海外視察
研修を実施するのが社研の研究活動スケジュールの中に組み込まれた。このイベントは他の研
究所にも影響を与え、人文研も社研とは異なるやり方ではあるが、定期的に海外視察旅行を行
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専修大学社会科学研究所海外実態調査 
 実施年と日程 訪問国 参加数 月報特集 
 1981年9月6～11日 中国北京･上海訪問 7 218号 
1 1993年3月15～19日 韓国（ソウル、釜山）視察調査 31 362号 
2 1995年3月15～21日 中国（北京･天津･上海）企業視察調査 21 386号 
3 1997年3月12～20日 ベトナム企業視察調査 30 410号 
4 1999年3月14～19日 中国華南経済圏視察（深圳市） 30 434号 
5 2001年3月15～20日 中国（北京・大連）研究交流視察調査 31 457/458号 
6 2003年3月15～21日 中国（上海、雲南省）視察調査 23 482号 
7 2005年3月13～18日 中国社会科学院（北京）研究交流 28 505/506号 
 2005年11月2～6日 中国上海社会科学院・企業訪問 11 515号 
8 2006年3月17－21日 中国上海社会科学院との研究交流 21 515号 
9 2008年3月14～20日 タイ（バンコク、チェンマイ）実態調査 21 543号 
10 2009年3月14～20日 韓国（ソウル、光州、釜山）実態調査 20 553/554号 












2005 年秋に行なわれた上海視察旅行である。前述の実施回数 11 回というのは正式に春･夏合宿
研究会の枠内で行なわれたものであり、別の 2 回は、それに組み込まれていないが、実質的に
は同様に企業視察をし、聞き取り調査も行ない、事後に『月報』特集号を組んでもいる。それ
を加えると 13 回ということになる。そうなると私は 13 回中 9 回参加したことになる。以下、
順を追ってそれらを振り返ってみよう。 
 『月報』218 号によると、1981 年 9 月 6 日から 11 日まで、当時の所長だった三輪芳郎先生を
























れたと意識され、この行事の直後には、麻島所長は 2 年に 1 度、恒常的に実行することを構想
しておられ、事実、海外実態調査はここを起点に現在まで継続している。そしてわれわれもこ
の韓国行きが海外実態調査の第一回目であると認識している。その意味で、すでに 1981 年に一
度実施はされているが、それを前史として、この 1993 年を第一回としておく。 
 『月報』362 号によると、学長への許可申請から所員のアンケート調査を含め、慎重に準備
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る水川侑氏、柴田弘捷氏、内田弘氏（いずれも現在は参与）のお名前を見ることができる。 
 行程は以下の通り。 





李奎昌 経営大学長「韓国労働問題の現状と問題点」  
裵基完 商経大学長「韓国の大学の現状」   
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中国訪問中心の社研海外実態調査（2000 年代） 
 























 第六回は 2003 年 3 月 15 日から 21 日にかけて実施され、行き先は中国雲南省だった。参加者













  陸偉東氏による「中国雲南省の少数民族について」 
  張薦華雲南大学経済学部副学部長「中国西部大開発について」 
  田中隆之所員「現代日本経済の低迷と経済政策の失敗」 
  宮嵜晃臣所員「IT／グローバリゼーション下の東アジア経済」 
 私は残念ながら、この旅行には参加しなかった。『月報』を見ると、とりわけ少数民族の生活・
文化に言及した論考が多く、参加所員の関心のほどがうかがえた。 
 第七回の海外研修が行なわれたのは 2005 年 3 月 13 日から 18 日、これまた中国（北京）であ
る。2003 年 4 月から柴田弘捷所長、村上俊介事務局長となって初めての海外研修であった。『月






 3 月 14 日 
 ①李 春玲（中国社会科学院・社会学研究所副研究員） 「中国の社会成層と社会移動」 
 ②町田俊彦（社会科学研究所所員） 「中央・地方の財政関係－日本と中国－」 
 ③唐 均（中国社会科学院・社会学研究所研究員）「中国の社会福祉政策と高齢化福祉」 
 ④牛 鳳端（中国社会科学院・都市発展環境研究センター主任） 
                         「中国の都市再開発の現状と政策」 
 ⑤大矢根淳（社会科学研究所所員） 「中国北京胡同・四合院のイノヴェーション」 
 ⑥李 国慶（中国社会科学院・都市発展環境研究センター副研究員） 
                    「北京のコミュニティ類型と近隣関係の特質」 
 3 月 15 日 
 ①孫 烈（中国社会科学院・世界経済政治研究所研究員） 
                   「中国経済のグローバル化と世界経済への影響」 
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 ②大橋英夫（社会科学研究所所員） 「中国経済のグローバル化」 
 ③越 英（中国社会科学院・工業経済研究所研究員） 「中国の産業構造の変容」 
 ④張 浩川（社会科学研究所所員） 「中国中小企業の国際化」 
 ⑤張 翼（中国社会科学院・人口労働経済研究所研究員） 「中国の労働問題」 


























北京 社会科学院 シンポジウム 
 













北京 社会科学院 玄関前 
 
 2005 年には、もう一度中国に行なっている。11 月 2 日から 6 日まで、上海社会科学院を訪問
した。この上海訪問は 2006 年 3 月に実施予定の上海社会科学院との合同シンポジウムの予備交
渉のため、というのが主目的のはずだった。それにしても 2005 年に第六回を実施しているのだ












 この上海訪問は、11 月 2 日出発グループと 11 月 3 日出発グループに分けて出ざるを得ず、
あわただしいものであった。上海市内巡検では、在外研究で上海に滞在しておられた國學院大
文学部林和生教授にお願いして、上海の市場や戦前の日本人街を案内していただき、それらの
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場所のレクチャーをしていただいた。また、ここでも中国人留学生が通訳を含め、われわれの
案内役として動いてくれた。湯進、施錦芳のお二人である。 
 第八回は、その翌年春 3 月 17 日から 21 日まで、海外実態調査（上海）が実施された。前年
秋に上海社会科学院と予備交渉をしていた合同シンポジウムが上海市で開かれた。社研側の参




 司 会：鶴田俊正所員（現参与） 
 テーマ 1：経済・産業構造の変容と企業システム 
 報告者：宮嵜晃臣所員「IT/グローバライゼーションと企業システム」 
     周 振華（上海社会科学院経済研究所副所長）「上海の経済発展と構造調整」 





 コメンテーター：平尾光司所員（現参与）、閻 加林（上海改革発展委員会総合研究所副所長） 
 司 会：羅 国振（上海社会学会副会長・華東師範大学副学長） 
 テーマ 3：階層構造の変容と格差問題 
 報告者：柴田弘捷所長（現参与）「現代日本の階級、階層、格差問題」 
     廬 漢龍（上海社会科学院社会発展研究院院長）「利益格差と社会システムの再構築」 








































 バンコクの街は 10 年前に比べて一変していた。アジア通貨危機直後に私的に訪れて以来だっ
たが、空港から市内へ向かう高速道路は完成し、市内ではトゥクトゥク（ホロ付オート三輪タ
クシー）が目立たなくなり、タクシーにほとんど切り替わっていた。現在（2013 年）では、バ
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 Chan Ho-Sung 檀国大学総長、檀国大学 Kim Tai Gi 紛争解決センター長 
 内田弘社研所長挨拶、 
 ①高橋祐吉所員 「現代日本における『労働の世界』」 
 ②Kim Tai Gi 経済学部教授 「韓国の労使関係」 
 ③宮嵜晃臣所員 「逆噴射するグローバル資本主義と日本経済」 
 ④Shim Ji Hong 経済学部教授 「IMF 移行韓国経済のパラダイム変化」 
 ⑤水川侑 「日本ビール業界の現況」 
 ⑥Lim Sang Hyuk 経営学部教授 「IMF 以後の韓国企業の人事システムの特徴」 

























  2009 年 3 月 16 日檀国大学との合同研究会 場所：檀国大学 
 2009 年 10 月 24 日第二回檀国大学との合同研究会 場所：神田校舎 6 号館国際会議室 
  2010 年 10 月 9 日第三回檀国大学との合同研究会 場所：檀国大学 
 2011 年 10 月 21 日第四回檀国大学との合同研究会 場所：檀国大学 
 2012 年 10 月 13 日第五回檀国大学との合同研究会 場所：専修大学富士山中湖セミナーハウ
ス 



























































12 月末、先生は 90 歳で亡くなられ、以後、参加者名簿に載ることはなくなった。 
 第十一回は町田所長、宮嵜事務局長による実施で、中国（合肥･武漢･西安）を訪問した。日



















































十分な準備をするには、やはり 2 年に 1 度実施するのが限度か、と思う。 
 現在では専修大学の他の研究所も、海外視察を活動の一環に組み込んでいるところが多い。
その中で、生真面目な社研の個性を保ちつつ、多様な地域への海外視察調査を企画し、多くの
所員の参加を図ってほしいと思う。 
